「よお、どうしたい。お若いの!」声をかけられ振りむくと、ニッカボッカにヘルメット、
首にはタオルを巻いたオジサンが2人、つるはしとスコップをかついで立っていた。
まつ黒に汚れた顔はとてもよく似ている。どうやら兄弟のようだ
「ぼくら、フォーサイドを目ざしていたんですが、砂漠で迷ってしまって」
「それだったら簡単だ、すぐに教えてやるよ。けど、今日はもうすぐ日もくれることだし、
家で休んでいったらいい。オレはジョージ・モッチー。こいつは弟のチュージだ」
ぼくらはこの気の良さそうな兄弟の小屋にひと晩泊めてもらうことにした。
「最初は人に頼まれて発掘を始めたんだけどね、今じや、意地になっちまってよ……
その晩は、ジョージさんの苦労話しを聞きながらぽくらは眠りについた。
◆Hpを現在のレベルの最大値まで回復させて
622へ
416
左のロープを選んだぼくら。残念ながら、小さな部屋にたどりついたに過ぎなかったが、
部屋の中で帽子ヘルメットを手に入れた。
「これは、ネス専用だね」ジェフが、ぼくの頭に帽子ヘルメットを乗せてくれる。
ぼくらは部屋を後にして、ロープを下へともどった。ええと、次は?
『帽子ヘルメツト』を入手した。アイテムリストチェックして

